
実際の対応スタッフへ社内表彰を実施。(サービス業J社)

社内向けホームページに受賞したことを報告。
（医療機器製造業K社)

自社表彰のライブ中継を社員と一同で視聴。   （各社）

表彰対象の応対者をユーザー協会の成績発表会に
参加。　　　　　　　　　　　　　　　(製造業L社)

自社ホームページでの受賞発表とともに、
他の第三者機関表彰制度の高評価をア
ピール。PR代行会社へも情報提供。

（証券業D社)

　
これまでの取り組みや実際の応対者の写
真、受賞コメントなどを盛り込んで発表。
（建物管理サービス業E社・美容関連品製造業F社)

　
賞状や表彰楯の写真とともに、結果報告書
に記載の評価コメントも発表。  （製造業G社）

　
ホームページや公式SNSに、入賞したこと
を掲載し、電話応対の目指す方針もアピー
ル。　　　　　　　　　   （食品製造業H社）

応接室や受付などに賞状や表彰楯を展示し、お客様
に受賞をPR。　　　　　　　　　　　　　　（各社）

自社ショールームに表彰楯を展示し、パネルで受賞履
歴やサービス向上の取組みをアピール。  （製造業I社）

応接室などでのPR報道発表、
ホームページ掲載

社内表彰、社内向け告知

参加企業の声

入賞企業における社内外への活用事例

コンテストは、いつ電話がかってくるか分からず、また応対中も審査であることは分から
ないため、常日頃から応対に気をつけなければいけないという意識を醸成できることに
参加意義を感じています。物流業 C社

うれしい声が
続 ！々

コンテストでいただいた報告書はオペレーター全員に共有し、音声を聞きながらお客さ
ま対応に求められる電話応対とはどのようなものか、また改善が必要な課題に対し、グ
ループディスカッションも実施しています。このような活動を通して、今後もすべてのセ
ンターで100点に限りなく近い電話応対ができるよう取り組んでいきます。証券業 A社

コンテストに参加すると、日常の業務や実際に応対している様子を客観的に、非常に細か
くアドバイスいただけるので、それらを見直すことで、顧客満足度の向上につながると
思っています。電話で信頼関係のベースができると、その後の仕事に良い循環を作れる
ようになりますので、今後もコンテストに参加したいと考えています。土木・建設業 B社


